
令和元年第2回定例会
議案説明資料

議題6千葉市乳牛育成牧場設置管理条例の廃止について（報告）

趣旨

千葉市乳牛育成牧場は､酪農の健全な発展を図るとともに市民の休養に資するための公

の施設であるが、令和2年4月1日から民間活力を導入し観光拠点として整備するため、
条例を廃止する。

1

2公の施設の廃止理由

（1）公の施設としての必要性の低下‘

市内酩農家・子牛頭数は現在28戸・377頭だが、そのうち、市が預託を受入してい

‘る酩農家は13戸・69頭であり、今後、後継者不足等により10年後には7戸・42頭に
半減する見込みである。

また､家畜伝染病防疫の観点から、一般公開は行っておらず､見学者については限定
的な受入のみとしている。

（2）市の財政的負担の増大

‘ 開設後50年以上を経過しており、今後、老朽化した設備の更新や施設の大規模改修
の発生が見込まれる。

【試算】

・設備更新、施設改修費約1億7,900万円

．指定管理費年間約3,800万円

（3）民間活力の導入

民間活力を導入し、観光誘客による地域経済の活幽上やにぎわいの創出を図るため、
牧場の跡地を有効活用するとともに、預託事業運営の効率化を図る。

3跡地活用に当たっての基本的な考え方

公募により選定した民間事業者へ土地の有償貸し付けを行い､以下の3点のもと観光拠点
として整備する。

（1）預託事業の継続と利用者の継承により、円滑な移行を図る。

（2）市内農産物の地産地消を推進し、地域経済・農業の活性化を図る。

（3）千葉市への興味・関心度を高め、市のブランドカを向上させることで観光誘客を図る。

$

スケジュール（予定）

令和元年7月1日～

9月

令和2年3月末

4月

10月

令和3年4月

4

事業者の公募開始

事業者の決定、基本協定の締結

牧場廃止

既存施設解体工事着手

新築工事着手

オープン



④千葉市
屋至壼翌

乳牛育成牧場跡地整備事業の企画提案（プロポーザル）募集を開始します

～民間活力を導入し、千葉市グリーンツーリズムの「核」となる施設を整備します～

千葉市では、市内陸部の諸資源を活かした、観光誘客によるにぎわいを創出するため、民間事業者から乳

牛育成牧場跡地整備事業の提案募集を開始しますので、お知らせします6

1 趣旨

市内陸部の状況を鑑み、訴求力の高いコンテンツを創出するとともに、市が保有する資産を有効活用す

る観点から、公の施設である乳牛育成牧場を廃止し、その跡地を本市グリーンツーリズムの集客の核とな

る施設とするため、豊富な実績を有する民間事業者の資金、経営能力、及び技術力を活用した実現可能な

事業計画を募り、選定する。

2募集内容

（1‘）募集内容
乳牛育成牧場跡地において民間事業者が行う、集客施設及び預託事業関連施設整備・運営事業

（2）対象地域

千葉市若葉区富田町983番地1

（3）規模

10ha程度（公簿面積：約6ha、実測面積については測量中）

（4）選定した事業に対する市の支援内容

ア乳牛育成牧場跡地整備事業に必要な基礎インフラを整備するための負担金を交付する。

（ア） 既存施設の解体除却に係る費用

（イ） 井戸設置の際のろ過装置滅菌器

※負担金は、令和元年第2回定例会一般会計補正予算（議案第85号）に基づき交付するが、実際に

負担した費用について､市が直接整備を行った場合に算出される額に基づき支払額を決定する｡また、

予算額を交付限度額とする。

イその他、施設整備・商品開発等費用の一部について市が負担するという提案を可能とする。

（5）審査・選定方法

プロポーザル方式で、外部有識者による書面審査・意見聴取実施後、市（内部審査委員会）において

審査を実施し、支援の対象となる事業を1件選定する。

（6）その他の条件（主なもの）

ア整備に必要な各種許認可等の取得が見込まれること

イ地域の酪農振興のため、預託事業を牧場跡地にて実施すること

ウ過去10年間に観光事業及び酪農事業の実績を有すること （共同企業体として満たす場合も可) ‘

（7）詳細は市ホームページ参照

URL http://Wwwbcity.chibajpAKeizainoseiA1osei/centaJseisanshinko/bokujo_atochi_koubo.html

募集期間

令和元年7月1日 （月）

（プレエントリー期間

3

～8月20日 （火）

令和元年7月1日 （月）～7月12日 （金））

今後のスケジュール

令和元年8月29日

9月30日

令和2年2月

4月～

4

市による審査（事業者によるプレゼンテーション）

選定した事業者との協定締結（予定）

令和2年度当初予算にて所要予算の計上

解体工事・整備期間（整備後、速やかに新施設の供用開始）
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農業生産振興課
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千葉市乳牛育成牧場の概要
亜
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|目囲 鉄骨造平屋建

鉄骨造平屋建(アーチ型）

鉄骨造平屋建

⑧分娩舎兼ほ育舎

⑨糞尿発酵処琿麓護

⑲受糟廊移植施設
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この牧場は縁地対策と公園化および醗展の健全なる発展を目指し、乳牛資源の砿保と酪農経営
の合理化を図るため、市が市内生産の乳用雌子牛を育成飼養する旋設を設置し、これを薗展者の
共同利用に供する目的をもって、昭和41年度より造成したもので、地方自治法第244条の規定に
よる「公の施設」として管理している。
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2．草 地改 ．良草地 8,"f

⑥マニュアスプレヅダー 1台農機具①トラクター 1台

②ロールベーラー 1台

． ③ラッピングマシーン 1台
、

④リバーｼカグラウ 1台

⑤ﾌﾚｰﾙﾓｱｺﾝデｨｼﾖﾅｰ 1台

3特にこの牧場は､多頭飼育による経営規模の拡大に伴う乳牛資薫香要の増大に対応し、醗展経営
の縫合的な振興を図ると同時に一般住民の利用する施設として設置したもので家畜の改良増殖と １
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⑦バキュームカー 1台

1.8㎡

⑧ダンプカー 1台
.4WD2t

⑨ホイルローダー 1台
0.5㎡ ．

⑳ロールヘイフィーダー2台

その他、牧場管理用農横具一式

放牧燭育による健全育成された長もちのする後儀牛を確保し、住民の休養する場所として提供
することが最終的な目的である。 ‐

価一画
牧場の位厘は市街地の中心より東方に12mに位置し、旧泉埴区(昭和調年度合併)の一角で原田

池を中心とした丘陵埴で周囲は縄農村地壊である。 、

総面積 60,299.57㎡（公簿面積) ｜
草地面積 52,000㎡ I

｜
鷹一画了一一 一 ~: ~ー …~~ ~‐ ‐ ‐…‐
1．建 物①管理人宿舎 2棟1側.“(41.7途、67.nf)木造平屋建

②管理事務所 1棟舵.7㎡

壁式コンクリート造り平屋建その他薦帯施設含む。

③育成牛舎 2棟918.伽f(4Wnf,…）

鉄骨遣り平屋建その他附帯魔設含む。
④成牛舎・ 1棟錘｡nf，

フリーストール牛舎アブレスト型パーラーその他禰帯繕設含む。 ．
⑤展梗具倉庫 2棟173.75nf".OⅡf、77.75㎡）
軽量鉄骨造平屋建その他爾帯施設含む。
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預託育成預託牛
預託期闇
預託料金

預託料金の支払方法
入牧時

15ケ月令時

4ケ月令～6ケ月令以内のもの4
戸

18ケ月以内

1頭麺,函円
5
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・ 下牧時 1m,皿円‘計麺,函円
6．収容可能頭数。

育成牛

成 牛

1“頭 。

“計1劉頭
一

⑥堆肥舎

⑦飼料倉庫

2棟、”1.37㎡

1棟”.0㎡

木造平屋建

鉄骨造平屋建
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